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移動 図書 館車 を南 ア に
贈 る活動 を続 ける蓮 沼
さん (プレ トリア )
=写真  今井拓也

ブ
ォ
ォ
ォ
と
砂
じ
ん
を
巻

き
上
げ
る
車
輪
の
音
が
、
南

ア
フ
リ
カ
の
黒
人
の
子
供
ら

に

「
夢
の
車
」
の
到
着
を
告

げ
る
。
地
域
を
巡
り
、
本
を

届
け
る
日
本
の
移
動
図
書
館

車
が
今
、
南
ア
で
第
二
の
人

生
を
送

っ
て
い
る
。
懸
け
橋

と
な

っ
た
の
は
蓮
沼
忠

（は

す
ぬ
ま

。
た
だ
し
、
６８
）
ｏ

「
南
ア
フ
リ
カ
初
等
教
育
支

援

の
会
」

（
サ
ペ
ー
シ
、
一

一
一
づ
く
＼
雷
〓
ヨ
あ
”
づ
①
∽
い―
」”

も
”
Ｐ
ｏ
『
∞
）
を
立
ち
上
げ
４

年
。
昨
秋
は
１２
台
が
は
る
か

海
を
渡

っ
た
。

現
在
、
９
つ
あ
る
南
ア
の

州
の
う
ち
４
州
で
稼
働
す
る

図
書
館
車
は
約
３
０
０
０
冊

の
児
童
書
を
積
み
、
年
４
回

の
学
期
始
め

に
学
校
を
巡

回
。
本
を
貸
し
出
し
て
期
末

に
回
収
、
次
の
学
期
に
ま
た

訪
れ
る
サ
イ
ク
ル
だ
。

蓮
沼
は
１
９
９
８
年
か
ら

２
０
０
４
年
の
定
年
退
職
ま

で
ソ
ニ
ー
の
南
ア
法
人
社
長

と
し

て
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト

（人
種
隔
離
）
撤
廃
後
の
同

国
と
歩
み
を
と
も
に
し
た
。

９４
年
の
マ
ン
デ
ラ
大
統
領
の

就
任
で
人
種
の
壁
を
乗
り
越

え
た

「
虹
の
国
」
。
し
か
し
、

縮
ま
ら
ぬ
所
得
格
差
、
悪
化

す
る
治
安
…
…
。
理
想
と
現

実
の
溝
は
深
か

っ
た
。

識
字
率
３５
％

あ
る
小
学
校
で
原
因
の

一

端
に
触
れ
た
。

「
図
書
館
が

な
い
」
。
マ
ン
デ
ラ
時
代
、

全
国
に
約
２
万
６
０
０
０
の

学
校
が
整
備
さ
れ
、
国
の
礎

と
な
る
教
育
に
力
が
入
り
始

め

て

は

い

た
。
し
か
し
、

ア
パ
ル
ト

ヘ

イ
ト
下
で
育

っ
た
教
師
の

質
も
含
め
、

中
身
は
伴
わ
な
い
。
家
庭
に

本
を
買
う
余
裕
は
な
く
、
黒

人
の
小
学
３
年
生
の
識
字
率

は
約
３５
％
に
と
ど
ま
る
。

学
と
の
自
間
自
答
の
末
。
ソ

ニ
ー
入
社
以
来
、
イ
ラ
ン
、

ス
ペ
イ
ン
、
中
国
と
３‐
年
間

の
会
社
人
生
の
大
半
を
海
外

で
過
ご
し
た
。
ソ
ニ
ー
ス
ペ

イ
ン
社
長
時
代
は
セ
ビ
リ
ア

万
博
で
お
祭
り
広
場
を

つ
く

っ
た
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪

に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
提
供

し
た
り
。　
一‐半
分
は
会
社
の

た
め
、
半
分
は
地
元
の
人
々

の
た
め
」
を
心
が
け
た
。

模
範
は
創
業
者
の

一
人
、

盛
田
昭
夫
。

「
良
き
企
業
市

民
で
あ
れ

一
。
盛
日
が
赴
任

先
を
訪
れ
る
た
び
、
そ
の
心

得
を
伝
え
ら
れ
、
経
営
の
よ

り
ど
こ
ろ
に
も
し
て
き
た
。

一
国
が
発
展
し
な
く
て
は
、

結
局
は
市
場
も
広

が
ら
な

い

一
。
遠
回
り
で
も
国
に
溶

け
込
み
、
貢
献
す
る
。
ス
ペ

イ
ン
で
は
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の

シ

ェ
ア
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

座

を

奪

っ

た
。引

退
後
、

日
本
で
悠
々

自
適
の
日
々

を
送
る
選
択

肢
も
あ

っ
た
。
し
か
し

「
教

育
さ
え
改
善
で
き
れ
ば

」
と

気
付
き
な
が
ら
、
一‐さ
ら
ば
」

と
、
貧
困
を
遠
巻
き
に
眺
め

る
の
に
は
た
め
ら
い
が
残

っ

た
。
強
盗
に
襲
わ
れ
る
な
ど

危
険
な
目
に
遭
い
な
が
ら
薦

ア
で
生
き
る
と
決
め
た
。

人
脈
フ
ル
活
用

意
志
を
固
め
る
と
図
書
館

車
を
届
け
る
事
業
に
も
″
経

営
手
腕
″
を
発
揮
し
た
，
送

り
手
の
日
本
で
は
高
校
ラ
ク

ビ
ー
部
時
代
の
友
人
ら
が
図

書
館
車
を
持

つ
自
治
体
の
情

報
を
集
め
た
り
、
Ｐ
Ｒ
役
な

ど
と
し
て
参
加
．
ソ
ニ
ー
の

元
経
理
部
長
の
友
■
も

一
お

ま
え
に
金
の
勘
定
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
」
と
協
力
を
奪
し

出
た
。

日
本
の
図
書
館
薫
減
常
議

館
の
普
及
や
、
デ
ィ
ま
ゼ
ル

規
制
で
不
要
と
な
る
颯
が
増

え
た
。
壷
爾
要
と
供
絶
は
合
う
〓

あ
と
は
遠
く
経
た

っ
た
国
の

距
離
を
縮
め
る
短
恵
だ
。

輸
入
規
譲
を
盾
に
渋
る
南

ア
の
通
産
当
局
に

「
子
供
の

未
来
が
か
か

っ
て
い
る
」
と

か
け
あ
い
１
０
０
台
の
輸
入

枠
を
確
保
。
商
船
三
井
の
協

力
で
輸
送
費
を
抑
え
、
児
童

書
は
ソ
ニ
ー
の
海
外
法
人
か

ら
の
寄
付
な
ど
で
３
万
冊
が

集
ま

っ
た
。
寄
贈
台
数
は
今

年
中
に
２０
を
超
し
、
１４
年
に

は
９６
あ
る
教
育
区
に
行
き
渡

る
よ
う
１
０
０
の
大
台
に
乗

せ
る
の
が
目
標
だ
。

海
外
に
精
通
し
た
蓮
沼
だ

か
ら
こ
そ
拡
大

で
き

た
事

業
。
し
か
し
、
最
近
は
海
外

に
進
出
す
る
日
本
企
業
に
自

己
優
先
的
な
風
潮
が
広
が
る

こ
と
に
危
機
感
も
感
じ
る
。

こ
れ
か
ら
は
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
だ
け
で
な
く
、

シ
チ
ズ
ン

（市
民
）
と
し
て

の
役
瓢
が
評
価
の
基
準
。
欧

米
に
比
べ
日
本
は
ま
だ
ま
だ

足
り
な
い
」

今
後
は

「
良
き

一
市
民
」

と
し
て
虹
の
国
の
礎
づ
く
り

に
力
を
貸
す

つ
も
り

の
蓮

燿

．
サ

ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ

プ
プ
に
沸
く
南
ア
も
、
祭

り
の
後
の
行
く
末
は
深
い
霧

の
中
だ
。

「
ま
だ
、
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」
。

今
は
熱
戦
に
夢
中
の
子
供
た

ち
が
担
う
将
来
を
見
据
え
て

い
る
。
　
　
　
　
――
敬
称
略

（西
堀
卓
司
）

経
営
者
と
し
て
南
ア
経
済

）り
機
械
化
が
進
み

「今
は
体

の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
変
化
を

力
よ
り
も
、
技
術
的
な
知
識

感
じ
て
き
た
“
主
要
産
業
の

が
必
要
。
字
が
読
め
な
く
て

鉱
山
採
掘
も
労
働
集
約
型
か

は
私
だ

っ
て
雇
え
な
い
」
。

国
の
成
長
に
黒
人
の
貧
困
層

は
置
き
去
り
に
さ
れ
た
。

蓮
沼
が
南
ア
に
残

っ
た
の

は
、
会
社
人
生
で
築
い
た
哲

鞣 ョ訴 I鶴 20■ 〇年 (平成 22年)6月 27日 (目 8覆 日)

子供たちに翼を


